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　新
採
用
者
の
み
な
さ
ん
へ

　

ご
就
職
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

岩
手
県
医
療
局
労
働
組
合
（
県
医
労
）
は
、

心
か
ら
み
な
さ
ん
を
歓
迎
し
ま
す
。
人
生

に
お
け
る
新
た
な
第
一
歩
。
期
待
と
緊
張

の
日
々
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

初
め
て
の
職
場
で
は
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
ば
か
り
で
不
安
な
こ
と
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
、
何
で
も
相
談
で

き
る
の
が
労
働
組
合
で
す
。

　

毎
日
楽
し
く
仕
事
を
す
る
た
め
に
は
、

み
ん
な
が
い
き
い
き
と
元
気
に
楽
し
く
働

け
る
職
場
づ
く
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
自
分
一
人
で
は
職
場
の
雰
囲

気
を
変
え
る
こ
と
は
な
か
な
か
難
し
い
も

の
で
す
。
そ
こ
で
、
労
働
組
合
と
し
て
、

や
り
が
い
の
あ
る
楽
し
い
職
場
づ
く
り
を

一
緒
に
す
す
め
て
い
き
た
い
の
で
す
。

　

職
場
が
明
る
く
、
働
く
み
な
さ
ん
が
い

き
い
き
し
て
い
る
こ
と
は
、
患
者
さ
ん
・
病

院
に
と
っ
て
も
有
益
な
こ
と
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
津
波
か
ら
３
年
余
。
大

槌
の
住
民
の
方
が
話
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

「
大
震
災
津
波
の
と
き
町
民
の
い
の
ち
を

守
っ
た
活
動
を
テ
レ
ビ
で
み
て
、
涙
を
こ

ら
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
ん
な
に

立
派
な
先
生
方
と
ス
タ
ッ
フ
が
身
近
に
い

る
こ
と
を
、
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
誇
ら

し
く
思
っ
た
」
と
。

　

か
け
が
え
の
な
い
大
切
な
県
立
病
院
を
、

一
緒
に
つ
く
っ
て
い
き
た
い
で
す
よ
ね
。

　

み
な
さ
ん
が
労
働
組
合
・
県
医
労
へ
加

入
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。



1

　

新
採
用
者
・
転
入
者
を
迎

え
、
職
場
は
新
体
制
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
新
し
い
環
境
で

は
、
勝
手
が
分
か
ら
ず
戸
惑
い

も
多
い
も
の
で
す
。
疑
問
や
問

題
は
遠
慮
せ
ず
職
場
の
先
輩
に

尋
ね
、
迎
え
る
側
も
積
極
的
に

声
を
掛
け
、
不
安
を
解
消
し
て

あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

県
立
病
院
に
は
、
正
規
職
員

の
約
７
割
（
医
師
を
除
く
）
が

加
入
す
る
「
労
働
組
合
」
が
あ

り
ま
す
。
正
式
名
称
は
「
岩
手

県
医
療
局
労
働
組
合
（
略
称
＝

県
医
労
）」。
看
護
は
も
ち
ろ
ん

医
療
技
術
や
事
務
、
栄
養
管
理

な
ど
、
職
員
で
あ
れ
ば
臨
時
職

員
や
パ
ー
ト
職
員
で
あ
っ
て
も

加
入
で
き
ま
す
。

　

県
医
労
で
は
、
労
働
条
件
の

改
善
と
労
働
者
の
生
活
向
上
を

追
求
し
、
組
合
員
と
そ
の
家
族

の
福
利
厚
生
も
行
っ
て
い
ま

す
。
権
利
な
ど
様
々
な
学
習
活

動
、
旅
行
や
食
事
会
な
ど
の
文

化
活
動
も
あ
り
、
青
年
部
（
30

歳
ま
で
の
組
合
員
）で
は
季
節

に
応
じ
、キ
ャ
ン
プ
や
ス
キ
ー
・

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
交
流
会
な
ど
も

実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
労
働

組
合
に
加
入
し
、
一
緒
に
学
び

親
睦
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

慣
れ
な
い
仕
事
は
時
間
が
掛

か
る
も
の
。
仕
事
の
手
順
や
物

品
の
場
所
を
覚
え
る
だ
け
で
精

一
杯
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も

帰
宅
時
刻
に
な
っ
て
も
仕
事
が

終
わ
ら
な
い
時
、
あ
な
た
な
ら

ど
う
し
ま
す
か
。
そ
の
ま
ま
帰

宅
で
き
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、

実
際
に
は
そ
う
も
い
き
ま
せ

ん
。
も
ち
ろ
ん
基
本
は
定
時
で

帰
る
こ
と
。
仮
に
時
間
外
ま
で

働
い
た
場
合
に
は
、
別
途
手
当

が
発
生
し
ま
す
。

　

時
間
外
労
働
の
こ
と
を
「
超

勤（
超
過
勤
務
）」
と
も
言
い
ま

す
。
日
勤
な
ら
始
業
８
時
30
分

前
、
終
業
17
時
15
分
以
降
は
も

ち
ろ
ん
、
昼
休
憩（
60
分
）に
休

め
な
い
分
も
全
て
「
超
勤
」
で

す
。「
働
い
た
分
は
請
求
す
る
」

の
は
当
然
で
、
新
人
で
あ
っ
て

も
法
律
で
の
区
別
は
あ
り
ま
せ

ん
。
も
れ
な
く
き
ち
ん
と
請
求

し
ま
し
ょ
う
。

　「年次休暇」は、個人が自由に取得できる

休暇です。病気休暇などとは違い、取得に

特別な理由は一切不要。行事や予定が特に

なくても、休みたい時に請求できます。個

人の「権利」であり、病院長や職場上司か

ら「もらう」ものではありません。「年次は

あげられない」などと平気で言う職場管理

者がたまにいますが、それは大きな間違い

であり権利侵害です。

　交代制職場では、勤務表作成時に「休み

希望」として、他職員と事前調整していま

すが、あくまでも年次取得の正式ルールは

「有給休暇処理簿」に記入し提出すること。

使用者側には、休暇を別

の日に変更させる権限（時

季変更権）がありますが、

あくまでも「病院の事業

運営に著しい支障がある」

などの、特別な場合に限

定されています。

年次休暇は
　個人の『権利』

～仲間づくりは職場から～

組合の大切さを伝え
　新人を仲間に迎えよう！

よ
う
こ
そ
県
病
へ

定
時
に
帰
ろ
う

「
超
勤
」は
請
求
し
よ
う

労
働
組
合
っ
て
何
？
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〈
お
茶
っ
こ
会
で
団
ら
ん
〉

祈りの灯火で、
　被災地と連帯
　今年の「祈りの灯火」（盛岡会場）は、季節
外れの大雪の中、３月９日に行われまし
た。いわて労連として実行委員会に参加
し、今年も竹の灯籠で会場を飾りました。

東
日
本
大
震
災
・
津
波

　三
年
の
つ
ど
い

「
住
民
の
手
で
　復興
を
」

　
　
　
　
大
槌
町
長
が
講
演
、
２
５
０
人
が
参
加

　

東
日
本
大
震
災
津
波
救
援
・

復
興
岩
手
県
民
会
議
が
中
心
と

な
り
、
３
月
２
日
、
大
槌
町
内

で
３
年
の
つ
ど
い
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

地
元
・
大
槌
高
校
吹
奏
楽
部

　
い
わ
て
労
連
、
気
仙
労
連
、

復
興
県
民
会
議
は
、
大
船
渡
市

猪
川
の
轆ろ

く
ろ轤
石
公
民
館
で
地
域

の
方
々
を
招
い
て
お
茶
っ
こ
会

を
開
催（
３
月
８
日
）し
ま
し
た
。

な
ど
の
演
奏
で
開
会
。
講
演
し

た
碇
川
豊
大
槌
町
長
は
、
復
興

が
進
ま
な
い
現
状
で
の
国
の
姿

勢
、
制
度
の
問
題
を
指
摘
し
つ

つ
、
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り

条
例
を
制
定
し
、「
住
民
の
手
で
、

地
域
に
合
っ
た
ま
ち
づ
く
り
計

画
を
創
り
上
げ
た
」と
し
、本
格

復
興
へ
の
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

　

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
演
奏

し
た
大
槌
高
校
吹
奏
学
部
の
生

ま
さ
な
い
仮
設
団
地
自
治
会

　
　
会
長
　
三
浦
勝
男
さ
ん

（
つ
ど
い
で
の
発
言
要
旨
）

　

１
ヶ
月
程
前
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ

レ
ビ
で
放
映
さ
れ
て
い
た
、

震
災
時
と
そ
の
後
に
、
大
槌

病
院
と
町
内
の
開
業
医
と
が

連
携
し
て
、
あ
の
困
難
な
中

徒
や
、
仮
設
住
宅
で
の
映
画
上

映
に
取
り
組
ん
で
い
る
若
者
な

で
町
民
の
命
を
守
っ
た
活
動

は
、
私
は
涙
を
こ
ら
え
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
し
て
、
こ
ん
な
に
立
派
な

先
生
方
と
ス
タ
ッ
フ
が
身
近

に
い
る
こ
と
を
、
自
分
の
こ

と
の
よ
う
に
誇
ら
し
く
思
い

ま
し
た
。

　

大
槌
病
院
は
、
再
来
年
４

ど
が
、
未
来
へ
の
希
望
を
披
露

し
ま
し
た
（
ま
さ
な
い
仮
設
団

地
自
治
会
長
の
発
言
は
別
掲
）。

最
後
に
、「
復
興
県
民
10
万
人

月
に
開
院
予
定
に
な
っ
て
い

ま
す
。
私
を
含
め
て
、
入
院

設
備
が
身
近
な
町
内
に
あ
る

と
い
う
安
心
感
は
、
あ
り
が

た
い
こ
と
で
す
。
町
民
が
愛

着
を
も
っ
て
、
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
な
大
槌
病
院
に

育
ち
、
早
期
開
院
を
望
み
ま

す
。

署
名
」
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
な
ど
、
今
後
の
行
動
提
起
を

満
場
の
拍
手
で
確
認
し
、
集
会

を
終
え
ま
し
た
。

笑顔あり、感動ありのつどい
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全
国
の
公
立
病
院
の
仲
間
と

運
動
や
課
題
で
意
見
交
換

国
会
請
願
に
向
け
議
員
要
請

　
　政
府
交
渉
で
改
善
を
要
求

＝
３
月
５
〜
６
日
、
対
政
府
中
央
行
動
＝

国
会
請
願
に
向
け
議
員
要
請

　
　政
府
交
渉
で
改
善
を
要
求

＝
３
月
５
〜
６
日
、
対
政
府
中
央
行
動
＝

　

３
月
５
〜
６
日
、
大
幅
賃
上

げ
・
増
員
、
医
療
・
社
会
保
障

改
善
な
ど
の
諸
要
求
実
現
を
求

め
、
対
政
府
中
央
行
動
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
、
日
本
医
労
連
、

自
治
労
連
、
全
大
教
の
共
催
に

よ
る
国
会
議
員
要
請
行
動
に
、

総
勢
２
４
２
名
（
岩
手
か
ら
は

３
名
）
が
参
加
。
夜
勤
改
善
・

大
幅
増
員
を

求
め
る
国
会

請
願
へ
の
紹

介
議
員
・
賛

同
依
頼
に

取
り
組
み
、

４
２
０
名
の

議
員
を
訪

ね
、
紹
介
議

員
39
名
、
賛

同
議
員
４
名

の
結
果
で
し

た
。
岩
手
選

出
の
国
会
議

員
で
は
、
平

野
達
男
議
員

（
参
）、
黄
川
田
徹
議
員
（
衆
）、

畑
浩
治
議
員
（
衆
）
の
３
名
か

ら
紹
介
議
員
の
約
束
を
取
り
付

け
ま
し
た
。
現
在
の
署
名
集
約

は
32
万
筆
で
、
一
層
の
上
積
み

に
取
り
組
み
強
化
が
必
要
で

す
。

　

２
日
目
午
前
中
は
、
要
請

テ
ー
マ
毎
に
厚
生
労
働
省
、
総

務
省
、
文
部
科
学
省
に
分
か

れ
、
職
場
改
善
な
ど
を
求
め
る

要
請
・
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
日
比
谷
野
外

音
楽
堂
で
の
「
14
春
闘
勝
利
を

め
ざ
す
３
・
６
労
働
者
総
決
起

集
会
」
に
合
流
。
他
の
労
働
組

合
の
仲
間
ら
と
共
に
春
闘
で
の

奮
闘
を
確
認
し
合
い
、
集
会
終

了
後
は
、
国
会
議
事
堂
方
面
と

銀
座
方
面
に
分
か
れ
、
デ
モ
行

進
を
行
い
ま
し
た
。

紹
介
議
員
に
な
っ
て
い
た
だ
い
た
黄
川
田
衆
議
院
議
員（
左
）と
共
に

師
問
題
の
ミ
ニ
学
習
も
行
い

ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
①
夜
勤
改
善

と
大
幅
増
員
、
②
地
域
医
療

を
守
る
た
た
か
い
、
の
２
つ

の
分
科
会
に
分
か
れ
、各
テ
ー

マ
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
通

じ
議
論
を
深
め
合
い
ま
し
た
。

　

２
月
28
日
か
ら
２
日
間
、

愛
知
県
の
豊
橋
市
民
病
院
を

会
場
に
、
自
治
体
・
公
立
病

院
労
組
全
国
交
流
集
会
が
開

催
さ
れ
、全
体
で
60
名
余
（
県

医
労
か
ら
は
３
名
）
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
前
四
万

十
市
長
の
田
中
全
氏
よ
り

「
自
治
体
病
院
を
ど
う
守
る

か
」
と
題
し
、
医
師
招
聘
な

ど
の
市
立
病
院
存
続
の
取
り

組
み
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
報
告
で
は
、
非
正
規
職

員
の
組
織
化
、
病
院
を
守
る

市
民
運
動
な
ど
が
報
告
さ

れ
、
岩
手
か
ら
も
地
域
医
療

の
状
況
報
告
を
中
野
委
員
長

が
行
い
、
被
災
地
の
こ
と
を

忘
れ
な
い
で
欲
し
い
と
訴
え

ま
し
た
。
ま
た
、
特
定
看
護
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女性部

　

３
月
８
日
は
国
際
女
性
デ
ー
。

女
性
に
対
す
る
差
別
撤
廃
と
平

和
・
民
主
主
義
、
人
間
ら
し
い

暮
ら
し
の
実
現
を
め
ざ
し
て
、

世
界
の
女
性
た
ち
と
連
帯
し
て

行
動
す
る
日
で
す
。

　

岩
手
県
集
会
は
県
民
会
館
を

会
場
に
75
名
が
参
加
。
県
医
労

か
ら
は
６
支
部
・
本
部
９
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
上
山
信
一
弁
護

士
（
二
戸
市
・
綾
部
法
律
事
務

所
）が
、
暴
走
す
る
安
倍
政
権

の
危
険
性
と
、
雇
用
の
問
題
に

つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。
安
倍

内
閣
は
昨
年
12
月
に
強
行
採
決

し
た
特
定
秘
密
保
護
法
で
国
民

の
知
る
権
利
を
奪
い
、
集
団
的

自
衛
権
の
解
釈
改
憲
で
、
戦
争

が
で
き
る
「
普
通
の
」
国
を
め

ざ
し
て
い
る
と
指
摘
。
雇
用
問

題
に
つ
い
て
は
、
男
女
雇
用
機

会
均
等
法
制
定
と
同
時
に
、
そ

の
抜
け
穴
と
し
て
労
働
者
派
遣

法
が
成
立
さ
れ
、
非
正
規
の
増

加
を
生
み
だ
し
た
。
男
女
格
差

も
依
然
と
し
て
変
わ
ら
ず
、
法

規
制
が
必
要
だ
と
述
べ
ま
し

た
。
最
後
に
、
平
和
も
暮
ら
し

も
、
戦
後
最
大
の
危
機
的
状
況

に
あ
る
今
こ
そ
、
日
本
国
憲
法

の
意
義
を
見
直
し
、
活
か
し
ま

し
ょ
う
と
結
び
ま
し
た
。

　

講
演
の
あ
と
の
職
場
交
流
で

は
、
遠
山
病
院
労
組
か
ら
介
護

保
険
制
度
の
改
悪
が
介
護
難
民

を
生
み
だ
し
、
保
険
あ
っ
て
介

護
な
し
の
状
況
に
拍
車
を
か
け

て
い
る
こ
と
と
、
介
護
の
職
場

の
劣
悪
な
労
働
実
態
を
報
告
し

ま
し
た
。
ま
た
、
盛
岡
民
主
商

工
会
か
ら
は
所
得
税
法
56
条
を

な
く
す
運
動
に
つ
い
て
、
盛
岡

市
議
会
で
継
続
審
議
と
な
り
、

３
月
議
会
で
願
い
が
叶
っ
て
ほ

し
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
会
後
、
参
加
者
は
国
際
女

性
デ
ー
を
象
徴
す
る
黄
色
い
ミ

モ
ザ
の
花
を
手
に
、
盛
岡
市
内

を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

（
左
）
講
演
す
る
上
山
信
一
弁
護
士

（
下
）
講
演
に
聴
き
入
る
参
加
者
＝

　
　
　
岩
手
県
民
会
館

集会後、ミモザの花を手に盛岡市内をパレードする参加者

つながろう女性たち
国際女性デー岩手県集会
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「
４
月
か
ら
の
消
費
税
増

税
は
中
止
せ
よ
」「
大
企
業
減

税
よ
り
国
民
生
活
を
改
善
せ

よ
」—

。
消
費
税
廃
止
各
界
連

絡
会（
各
界
連
）と
３
・
13
重
税

反
対
全
国
統
一
行
動
実
行
委
員

会
の
呼
び
か
け
に
応
え
、
盛

岡
で
は
３
月
13
日（
木
）午
後

１
時
よ
り
岩
手
教
育
会
館
大

ホ
ー
ル
を
会
場
に
「
３
・
13

重
税
反
対
全
国
統
一
行
動
第

48
回
岩
手
県
中
央
集
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

冷
た
い
雨
が
降

る
中
、
連
帯
を
示

す
黄
色
い
リ
ボ
ン

や
ワ
ッ
ペ
ン
な
ど

を
身
に
つ
け
、
３

５
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、

県
社
保
協
の
鈴
木

露
通
事
務
局
長
が
、

消
費
税
増
税
に
よ

る
収
益
が
社
会
保

障
に
は
充
て
ら
れ

ず
、
大
企
業
に
還

元
さ
れ
る
仕
組
み
な
ど
、「
社

会
保
障
と
税
の
一
体
改
悪
」
に

つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

労
働
者
・
業
者
・
農
民
・
年

金
者
の
代
表
に
よ
る
決
意
表
明

で
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、
原
発
再
稼
働
、

秘
密
保
護
法
な
ど
消
費
税
増
税

だ
け
で
は
な
い
、
暴
走
し
続
け

る
安
倍
政
権
に
対
す
る
怒
り
と

断
固
闘
い
続
け
る
決
意
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

集
会
後
は
会
場
か
ら
盛
岡
税

務
署
ま
で
デ
モ
行
進
し
、
集
団

申
告
を
行
い
ま
し
た
。

い
わ
て
労
連
・
金
野
議
長
の
発
声
で
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ウ

めざせ！青年部
再始動～（●≧∀’）ノ

胆
沢
支
部

岩手医労連青年部

プレアクトいわて

2014 年
5/24（土）～25（日）
会場　盛岡市「マッハランド」
宿泊　岩手山焼走り国際交流村

参加費　本部負担

ボーリング　ＢＢＱ
焼走りハイキング 　胆沢支部では２月28日、水沢市内「寧々家」

を会場に青年部交流会を開催し11名が参加まし
た。これを機に活動休止気味だった支部青年部の
活動を再スタートさせていく予定です。

３
・
13
重
税
反
対
統
一
行
動

富
裕
層
優
遇
や
め
、国
民
に
還
元
を
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［日時］５月１７日（土）１３：００～

［会場］岩手医大・循環器センター　研修室
　　　　　 白衣に着替えて集合

［企画］　○基調報告
　　　　　○記念講演
　　　　　○リレートーク「職場からの報告」
　　　　　○白衣のアピール行進・署名行動

新人も誘って参加しよう！　みんなで元気になろう！
主催：岩手県医療労働組合連合会　看護対策委員会

2013年看護職員の
　　　　労働実態調査
　　　　　　　（県医労版　報告パート１）
　昨年10月に取り組んだ実態調査報告がまとまりました。今回の調査は
「５局長通知」が発出された後の初めての調査です。全国の集計は32,200
名余。岩手からは2,000名余の協力があり、県医労は1,023名から回答が
ありました。県医労の結果は全国に比べても職場環境が大変な状況を示
すものでした。今回はパワハラについて報告します。

○パワハラについて寄せられた声

＊夜勤免除を却下された。言葉のパワハラ。
＊上司から辞めろと言われた。
＊怒鳴る。人の話を遮り、最後まで聞かない。
＊体調が悪く休みをお願いすると「手足が動くなら働
ける」と言われ出勤した。
＊人格否定的な言葉。さんざん仕事をさせた上に「こ
んなもんなのよね」と言われる。
＊非番でも研修会等の参加を強いられることがある。
＊「県がお金を出して資格を取らせてあげたのだから
貢献してもらわないと困る」と上司に言われた。

○メンタル障害で休んだり、治療を
　　　　　　　　　　受けている職員の有無

　県医労：55.6％　岩手全体：46.6％　全国：33.2％

○パワハラを受けた経験

○パワハラを受けた相手

看護部

県医労 岩手全体 全国

①よくある 8.7 7.6 5.1 

②ときどきある 32.7 30.5 21.6 

①・②合計 41.4 38.1 26.7 

（％） （％） （％）

県医労 岩手全体 全国

看護部門の上司 68.9  62.0  55.0 

医　　師 40.8  47.7  44.4 

同　　僚 16.0  17.4  17.8 

患　　者 20.0  17.4  18.1 

家　　族 5.4  4.7  5.4 

（％） （％） （％）
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ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
っ

て
、
も
う
死
語
に
な
っ
ち
ゃ
っ

た
ん
で
す
か
？
増
員
な
し
で
夜

専
導
入
し
た
と
こ
ろ
で
、
あ
ち

こ
ち
に
し
わ
寄
せ
が
い
っ
て
い

る
だ
け
で
す
よ
!!
わ
か
っ
て
る

の
か
な
ぁ
。。。

�

　
中
央
支
部
　
ひ
で
お
ま
ん
ず

　

　

　

小
学
生
、
幼
児
、
乳
児
が

い
る
我
が
家
。
上
二
人
は
寒

さ
を
も
の
と
せ
ず
雪
で
す
べ

り
台
を
つ
く
っ
た
り
雪
合
戦

し
た
り
…
そ
れ
を
見
て
い
る

末
っ
子
も
外
に
出
た
い
と
わ

め
き
ま
す
が
、
母
は
寒
が
り
、

冷
え
性
な
の
で
ツ
ラ
イ
で
す

（
泣
）

�

　
中
央
支
部
　
春
は
花
粉
症

　

　

　

今
年
の
内
示
は
、
希
望
ど
お

り
で
は
な
い
人
が
沢
山
い
た
様

で
す
。
や
っ
ぱ
り
内
内
示
あ
っ

た
方
が
い
い
で
す
よ
ね
。

　
南
光
支
部
　
よ
っ
ち
マ
マ

　

４
月
１
日
に

は
、
世
界
中
の
新

聞
が
嘘
の
記
事
を

掲
載
す
る
な
ど
、

人
を
か
ら
か
う
よ

う
な
悪
意
の
な
い

嘘
な
ら
つ
い
て
も

良
い
と
の
風
習
が

あ
る
。
イ
ギ
リ
ス

の
国
営
放
送（
Ｂ
Ｂ
Ｃ
）が
「
ネ

タ
」
を
ニ
ュ
ー
ス
で
放
送
す
る
の

は
有
名
だ
。
日
本
で
は
「
エ
イ

プ
リ
ル
フ
ー
ル
」
と
呼
ば
れ
る

が
、
い
つ
、
ど
こ
で
始
ま
っ
た
も

の
か
は
諸
説
あ
り
定
か
で
は
な

い
。
一
説
に
は
16
世
紀
の
フ
ラ
ン

ス
で
、
圧
政
・
弾
圧
に
反
発
し

た
民
衆
が
、
抗
議
の
意
味
で
毎

年
馬
鹿
騒
ぎ
し
始
め
た
の
が
起

源
と
も
言
わ
れ
る
▼
日
本
に
風

習
が
伝
わ
っ
た
の
は
江
戸
時
代
。

当
時
日
本
で
は
、
４
月
１
日
は

「
不
義
理
の
日
」
と
し
て
、
日
頃

義
理
を
欠
い
て
い
る
相
手
に
手

紙
な
ど
で
詫
び
る
日
だ
っ
た
と

か
。
時
代
と
共
に
風
習
は
変
わ

る
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
イ

ス
ラ
ム
教
で
は
、
嘘
を
つ
く
行

為
は
コ
ー
ラ
ン（
経
典
）に
反
す

る
た
め
強
く
禁
止
さ
れ
て
い
る

２
月
号
パ
ズ
ル

２
月
号
パ
ズ
ル

　

２
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が
い

は
７
つ
」
に
は
20
名
の
応
募
が

あ
り
、
19
名
が
正
解
で
し
た
。

厳
正
な
る
抽
選
の
結
果
、
次
の

10
名
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
の

で
図
書
カ
ー
ド
を
贈
り
ま
す
。

▪
２
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

  
越
冬
カ
メ
虫
（
一
戸
支
部
）、

キ
ャ
ベ
ン
デ
ィ
ッ
シ
ュ
（
本
庁

支
部
）、
キ
キ
、
ぷ
ち
ぷ
ち
、

ね
こ
や
な
ぎ
、オ
ラ
ン
ジ
ー
ナ
、

匿
名
希
望
（
以
上
、
中
央
支

部
）、
プ
ル
メ
リ
ア
（
東
和
支

部
）、
腰
の
痛
い
女
（
江
刺
支

部
）、花
み
ず
き（
大
船
渡
支
部
）

　

次
男
が
受
験
を
終
え
、
上
野

駅
の
ホ
ー
ム
に
立
っ
て
い
た
ら
、

東
京
の
大
学
に
行
っ
て
い
る
兄

が
見
送
り
に
来
て
く
れ
た
そ
う

で
す
。「
帰
り
に
食
べ
て
い
け
」

と
か
つ
丼
を
買
っ
て
く
れ
た
と

の
こ
と
…
。
じ
ー
ん
と
き
ま
し

た
。
や
っ
ぱ
り
兄
弟
だ
な
ぁ
。

知
ら
な
い
う
ち
に
子
ど
も
は
大

人
に
な
っ
て
い
く
ん
で
す
ね
。

�
　
江
刺
支
部
　
腰
の
痛
い
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

消
費
税
も
ア
ッ
プ
す
る
の

で
、
我
々
の
給
料
も
ア
ッ
プ
し

て
欲
し
い
で
す
!!

　
中
央
支
部
　
リ
バ
イ
兵
長

　

や
〜
っ
と
春
で
す
。
ま
た
新

し
い
環
境
が
始
ま
り
心
機
一

転
、
頑
張
っ
ゾ
ォ
〜
！
と
毎
回

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
期
だ

け
で
す
が
…
。

�

　
大
船
渡
支
部
　
す
い
と
う

▼
４
月
は
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト

す
る
月
で
あ
り
、
様
々
な
制
度

な
ど
も
大
き
く
変
わ
る
。
今
年

は
何
と
言
っ
て
も
消
費
税
率
が

８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と

だ
ろ
う
。
食
料
品
や
生
活
用
品

は
も
ち
ろ
ん
、
電
気
料
金
な
ど

の
公
共
料
金
、
電
車
賃
や
バ
ス

料
金
な
ど
も
引
き
上
げ
と
な
り
、

家
計
に
与
え
る
影
響
は
格
段
に

大
き
い
。
収
入
が
増
え
な
い
中

で
負
担
ば
か
り
が
増
え
る
の
で

は
、
生
活
が
苦
し
く
な
る
の
は

目
に
見
え
て
い
る
。
春
闘
で
の

大
幅
賃
上
げ
は
当
然
の
要
求
で

あ
り
、
大
き
な
世
論
を
作
り
出

す
こ
と
が
必
要
だ
。
来
年
10
月

に
は
更
に
10
％
へ
の
引
き
上
げ

が
予
定
さ
れ
て
い
る
▼
店
頭
表

示
価
格
は
、
04
年
か
ら
税
込
み

表
示
（
総
額
表
示
）
が
義
務
付

け
ら
れ
た
が
、
今
回
は
特
例
で

税
抜
き
表
示
で
も
い
い
と
さ
れ

た
。
税
率
ア
ッ
プ
を
意
識
さ
せ

な
い
た
め
の
姑
息
な
狙
い
が
透

け
て
見
え
る
。
消
費
税
は
低
所

得
者
ほ
ど
負
担
が
重
く
の
し
掛

か
る
。４
月
だ
け
に
、悪
い
ニ
ュ
ー

ス
は
全
て
嘘
で
あ
っ
て
欲
し
い

と
願
っ
て
止
ま
な
い
。　

（
す
）
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地
元
は
大
槌
の
鵜
住
居
。
震

災
時
、
鵜
住
居
地
区
は
ほ
ぼ
壊

滅
的
な
被
害
で
実
家
は
な
く

な
っ
た
け
ど
、
自
宅
は
ギ
リ
ギ

リ
残
り
、家
族
も
無
事
だ
っ
た
。

　

地
震
の
あ
と
、
地
元
の
人
し

か
知
ら
な
い
山
道
を
抜
け
病
院

に
行
っ
た
。
ガ
ソ
リ
ン
も
な

か
っ
た
し
５
日
間
く
ら
い
は
み

ん
な
病
院
に
泊
ま
り
込
み
だ
っ

た
。
病
院
の
食
料
備
蓄
は
３
日

分
。
入
院
し
て
い
た
患
者
は
翌

日
か
ら
他
病
院
に
搬
送
さ
れ
た

が
、
被
災
し
た
患
者
の
受
け
入

れ
が
始
ま
っ
た
。
入
院
患
者
に

食
事
は
出
せ
た
が
、
付
き
添
い

で
く
る
避
難
者
の
人
た
ち
に
は

食
事
は
出
せ
な
か
っ
た
。
そ
れ

が
か
わ
い
そ
う
だ
っ
た
。
当
時

は
暖
房
も
止
ま
っ
て
い
る
状
態

で
本
当
に
寒
か
っ
た
。
か
ろ
う

じ
て
蒸
気
は
出
た
の
で
、
ご
飯

を
炊
き
お
に
ぎ
り
を
作
っ
て
職

員
に
渡
せ
た
。
数
日
後
に
は

色
々
物
資
が
入
っ
て
き
た
。

　

父
親
が
板
前
で
実
家
は
寿
司

屋
を
や
っ
て
い
た
。
包
丁
を
持

つ
の
は
当
た
り
前
で
、
18
歳
で

調
理
師
と
し
て
大
槌
病
院
に
就

職
し
た
。
大
槌
病
院
に
32
年
、

釜
石
病
院
に
来
て
10
年
に
な

る
。

　

大
槌
支
部
で
は
書
記
長
や
書

記
次
長
を
経
験
し
た
。
南
光
闘

争（
※
）の
終
わ
り
の
頃
で
裁
判

所
へ
の
動
員
も
あ
っ
た
し
、
本

部
の
行
事
は
各
支
部
１
割
動
員

が
目
標
だ
っ
た
。
本
部
か
ら
の

日
当
の
他
に
支
部
で
も
臨
時
徴

収
し
な
が
ら
手
当
を
出
し
て
動

員
し
て
い
た
。

　

釜
石
に
来
て
か
ら
は
母
が
病

気
に
な
り
役
員
は
し
て
い
な
い

け
れ
ど
、
若
い
人
た
ち
に
組
合

行
事
に
参
加
し
て
も
ら
う
よ
う

声
が
け
し
て
き
た
。

　

全
国
の
集
会
に
参
加
し
て
も

岩
手
の
県
医
労
と
い
う
と
一
目

お
か
れ
る
存
在
だ
っ
た
。
先
輩

た
ち
の
頑
張
り
に
よ
っ
て
自
分

た
ち
の
職
場
環
境
が
恵
ま
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
を
知
る
機
会

に
も
な
る
か
ら
、
全
国
の
交
流

会
な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
は
大

事
だ
と
思
う
。
受
身
で
い
る
の

で
は
な
く
、
自
分
で
動
い
て
組

合
活
動
に
参
加
し
て
ほ
し
い
。

　３月で定年退職となる調理師・○○さん。若
い頃は製鉄会社の人たちと社会人バンドを組み、
トランペットを担当、ビアガーデンやいろいろな
施設で演奏したといいます。当時は娯楽がなく、
地区労でダンスパーティをよく開催していたそ
うです。ハリのある声で若い頃や震災時の様子
を熱く語る姿にこちらが元気をもらいました。

○○ ○○さん（釜石支部）

受
け
身
じ
ゃ
な
く

自
ら
活
動
に
参
加
し
よ
う

震
災
時
の
状
況

初
任
地
と
組
合
活
動

後
輩
に
ひ
と
言

震
災
時
の
状
況

初
任
地
と
組
合
活
動

後
輩
に
ひ
と
言

震
災
時
の
状
況

初
任
地
と
組
合
活
動

後
輩
に
ひ
と
言

退職者インタビュー

　

南
光
闘
争（
※
）臨
時
職
員
の
本

採
用
に
つ
い
て
支
部
団
体
交
渉
を

す
る
が
、
病
院
長
を
違
法
に
監
禁

し
た
と
し
て
組
合
役
員
４
人
が
不

当
逮
捕
さ
れ
る
。
支
部
団
体
交
渉

と
前
後
し
て
、
病
院
長
が
新
薬
の

人
体
実
験
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が

判
明
し
、
事
実
を
隠
蔽
す
る
た
め

に
仕
組
ま
れ
た
弾
圧
で
あ
っ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
な
る
。
１
９
６
５

年
〜
１
９
７
２
年
の
裁
判
闘
争
で

勝
利
。



４月の予定
５日（土）	 岩手医労連共済担当者会議																								
	 ・組織拡大強化代表者会議

（花巻温泉「千秋閣」）		
６日（日）	 岩手医労連36協定・安全衛生委員会担当者
	 会議（千秋閣）																																						
	 医労連共済実務者会議（千秋閣）																				
14日（月）	 県医労看護部会（県民会館）
23日（水）	 岩手医労連精神対策委員会
24日（木）	 輝け！いのち4.24ヒューマンチェーン行動

（日比谷野音）				
26日（土）〜27日（日）
	 退職者をねぎらう集い（たざわこ芸術村）

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０
ー
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11
ー
１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

４
月
末
日
（
必
着
）で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

県医労第70回定期大会
日時 ６月20日（金）

21日（土）

会場
花巻南温泉郷

湯の杜ホテル　志戸平

全支部、代議員の参加で成功させよう

県
医
労
の
組
合
員
３
人
も

執
筆
し
て
い
ま
す
。

自治労連　編
岩手自治労連　編
晴山　一穂　監修

売り上げの一部が岩手自治労連の
復興支援のとりくみに寄付されます。

組合員特別価格 1500円 ＋税
定価　2,000円＋税　A5判並製・384頁

５月の予定
１日（木）	 第85回メーデー																																
３日（土）	 憲法記念日のつどい（アイーナ）																																
11日（日）	 いのちと健康を考えるつどいin九戸														
17日（土）	 岩手県ナースウェーブ集会

（岩手医大・循環器センター・研修室）
19日（月）〜23日（金）
	 県内自治体キャラバン
24日（土）〜25日（日）
	 岩手医労連青年部プレアクトいわて

（マッハランド等）
25日（日）	 県医労支部長会議
31日（土）〜６月１日（日）
	 日本医労連東北地方協女性学習交流集会
	 in岩手（ホテル紫苑）


